「災害ボランティア感謝の集い2010」開催要綱
1. 目　的

　平成２１年８月９日から１０日未明にかけて発生した「兵庫県西北部豪雨災害」は、当市において未曾有の大災害となり、８月１０日午後４時５０分、宍粟市災害対策本部と協議し、「災害ボランティアセンター」を設置しました。設置後、８月２５日までの期間において、１，７１２名の方が災害ボランティアとして炎天下活動いただき、多くの被災者を励まし、生活再建に向けた支援の輪が広がりました。

　あれから１年が過ぎました。本会では、あの大災害と災害ボランティア活動を振り返り、これからの地域づくりを考えるために、あの時駆けつけていただいた多くのボランティアのみなさんに集まっていただき、｢災害ボランティア感謝の集い2010｣と題した集いを開催します。

2. 日　時　　　平成２２年８月２２日（日）午後１時～午後４時

3. 会　場　　　宍粟市一宮保健福祉センター

4. 主　催　　　社会福祉法人宍粟市社会福祉協議会

5. 参加者　　　平成２１年８月の豪雨災害の災害ボランティアとして参加された
　　　　　　　ボランティアのみなさん

　　　　　　　　被災者のみなさん・一般市民ほか
6. 内　容　
第１部　　感謝の集いセレモニーとシンポジュウム
　　　　　　開会のことば
　　　　　　映像上映「2009.8.9あの時をわすれない」
　　　　　　シンポジュウム：「人・つながり、そして地域力」

　　　　　　　　　　　　　「災害とボランティア活動と地域づくりを考える」
　　　　　　報告者　　　　被災者代表：宍粟市一宮町曲里 前自治会長　安積盛久さん
　　　　　　　　　　ボランティア代表：生涯学習サポート兵庫 理事長　山崎清治さん
　　　　　　　　　　　宍粟市社協職員：本部コミュニティワーカー　　 波多野好則
　　　　　　　　　　コーディネーター：(有)コラボねっと　代表　　　　石井布紀子さん
第２部　懇親会（簡単な軽食を用意しています）
　　　　　　閉会のことば　
7. その他　　参加者へ「ボランティアありがとう」フラワーメール（花の種）の配布等
